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鴫
綸
大
膊

ｇ

に
英
語
で
説
明
す
る
課
題
を

こ
な
し
て
い
た
ｃ，

３
大
学
共
同
授
業

１
時
間
半
の
授
業
は
、
散

員
も
学
生
も
英
語
し
か
話
せ

な
い
。
昨
年
か
ら
明
大
が
立

教
大
学
、
国
際
大
学

（新
潟

県
南
魚
沼
市

）
と
共
同
で
実

施
し
て
い
る

「
国
際
協
力
人

材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の

一

一
■
●

「
こ
の
事
例
で
は
ニ
カ
ラ

グ
ア
で
貧
国
に
あ
え
ぐ
農
家

に
技
術
指
導
し
、
収
穫
物
を

ホ
チ
ル
に
納
入
で
き
る
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
り
ま
し
た
。

観
光
客
に
消
費
し
て
も
ら
う

流
れ
を
つ
く
れ
ば
、
農
家
に

安
定
収
入
が
入
、り
貧
困
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
」

５
月
１
日
、
明
治
大
学
の

和
泉
キ
ャ
ン
ベ
ス

（東
京

・

杉
並
）
‘‥‐
学
生
は
チ
ー
ム
ご

と
に
与
え
ら
れ
た
教
材
を
そ

の
場
で
読
み
込
み
、
５
■
後

コ
マ
だ
。
こ
の
日
は
、
途
上

国
で
観
光
業

の
成
長
を
促
す

こ
と
に
よ
り
員
困
撲
滅

に
つ

な
げ
る
国
連
な
ど
の
取
り
組

み
が
チ
ー
マ
だ

っ
た
。

授
業
を
受
け
て
い
た

′、
ワ

イ
出
身
留
学
生
、
明
大
２
年

生
の
で
エ
サ
ト

・
サ
マ
ン
サ

。
ア
ケ
ミ
さ
ん
は

「
将
来
は

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
り
た

い
り
観
光
が
貧
困
を
減
ら
す

と
い
う
視
点
が
新
鮮
だ

っ

た
」
と
目
を
輝
か
す
。

留
学
生
だ
け
で
な
く
、
日

本
入
学
生
の
関
心
も
集
め
て

い
る
（．
明
大
の
福
宮
賢

一
学

長
は

「
（立
教
大
、
国
際
大

と
の
）
３
大
学
共
同
プ
ロ
グ

ラ
ム
ヘ
の
学
生
の
関
心
は
と

て
も
高
く
１
０
０
０
人
が
説

明
会
に
参
加
し
た
〔
総
合
数

理
学
部
の
鵡
人
も
手
を
挙
げ

た
‐〓，
理
系
学
生
が
来
る
と
は

び
っ
く
り
」
と
明
か
す
．，

私
立
大
学
は
こ
ぞ
っ
て
国

際
化
を
戦
略
の
前
面
に
出
し

て
い
る
。
今
は
横
ば
い
の
１８

歳
人
口
は
、
２
０
１
８
年
か

ら
減
少
が
本
格
化
す
る
と
い

わ
れ
、
入
学
問
競
争
は
激
し

く
な
る
．
明
大
が
グ
ロ
ー
ベ

ル
Ａ
．材
を
育
成
で
き
る
制
度

整
備
を
急
ぐ
の
も
、
そ
う
し

た
危
機
感
が
大
き
い
。

明
大
の
転
機
と
な
っ
た
の

は
、
文
部
科
学
首
の
国
際
化

明
大
は
国
際
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
を
育
て
る
た
め
の
集
中
講
座
を
実
施

拠
点
整
備
事
業

「
プ
ロ
ー
バ

ル
３０
Ｌ「
に
採
択
さ
れ
た
１３
校

の
う
ち
の
１
校
に
０９
年
、
選

ば
れ
た
こ
と
だ

ヽ
経
営
資
源

の
配
分
が
従
来
の

一
律
型
か

ら
，メ
リ

（
リ
コ

に
整

打
、
「学

内
で
学
部
、
研
究
科
の
間
の

競
争
が
強
ま

っ
た
。
魅
力
の

あ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
自
発
的

に
立

ち
上

が

っ
て
き

て

い

る
」
と
、
国
際
交
流
担
当
の

勝
悦
子
副
学
長
は
話
す
「

現
在
、
明
大
で
は
５
つ
の

学
位
を
英
語
授
業
で
取
得
で

き
、
学
士
で
は
国
際
日
本
学

部
、
修
士
で
は
経
営
学
や
建

築
学
な
ど
が
対
象
だ
。
そ
れ

ら
を
含
め
て
、
英
語
で
実
施

す
る
授
業
は
全
学
で
約
ｌ
ｌ

Ｏ
科
日
あ
る
が
、
３
年
後
ほ

５
３
０
科
目
に
引
き
上
げ
る

こ
と
を
目
指
す
＾

日
本
人
学
生
が
■
語
を
使

い
こ
な
せ
る
環
境
を
幣
え
る

だ
け
で
な
く
、

途
上
国
や
瓶

興
国
か
ら
の
留
学
生
受
け
、

れ
に
本
格
的
に
か
け
を
切
る

瓶
い
も
あ
る
。

椰
年
新
設
の
国
際
日
本
学

部
に
も
明
大
な
ら
で
は
の
ユ

ニ
ー
ク
さ
が
あ
る
．
ア
ニ
メ

や
歌
舞
伎
な
ど
日
本
の
サ
ブ

カ
ル
チ
ャ
ー
や
曖
統
芸
能
を

体
系
的

に
学

べ
る
，́
約
１
５

０
０
人
い
る
学
生
の
う
ち
、

２
３
０
人
ほ
ど
が
留
学
生
。

本
拠
地
の
中
野
キ
ャ
ン
バ
ス

（東
京

・
中
野
）
に
は
様
々

な
国
籍
の
学
生
が
集
う
。

今
年
１
月
に
は
、
開
設
以

来
す
べ
て
の
授
業
を
英
語
で

実
施
し
て
き
た
国
際
大
学
を

系
列
法
人
に
す
る
こ
と
で
合

意
し
た
。
お
互
い
の
キ

ャ
ン

バ
ス
で
授
業

を
提

供

し

あ

い
、
教
授
も
行
き
来
す
る
（

国
際
人
は
産
業
界
の
肝
煎

り
で
、
日
本
初

の

一
人
学
院

大
学
」
と
し
て
３‐
年
前

に
設

立
さ
れ
た
（
国
際
関
係
論
Ｌ

国
際
経
営
学
を
柱
Ｌ
す
る
サ

数
精
鋭
型
の
修
■

コ
ー
ス
の

み
だ
６
国
際
人
留
学
生
に
は

新
興
国

・
違
■
国
の
エ
リ
ー

ト
層
も
多
く

「
修
十
を
取
得

し
た
後
に
明
人

の
博
十
課
程

に
進
む
遺
筋
も

つ
け
、
各
国

の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
た
い
」

（勝
副
学
長
）
と
い
う
。

早
稲
田
∽
理
一３

全
学
あ
げ
て
、
急
ピ

ッ
チ

で
国
際
化
戦
略
を
加
速
し
て

い
る
明
大
（．
早
く
か
ら
グ

ロ

ー
ベ
ル
化
に
取
り
組
み
留
学

生
数
も
多
い
早
稲
田
大
学
や

慶
応
義
塾
大
学
に
比
べ
た
後

れ
は
、
明
大
自
身
が
自
覚
し

て
い
る
。

例
え
ば
受
け
入
れ
留
学
生

数

は
早
大

の
３
分

の
１
ほ

ど
．
篤
宮
学
長
は

「
自
分
の

頭
で
考
え
自
分
で
判
断
で
き

る
人
材
を
育
て
た
い
。
グ
ロ

ー
バ
ル
社
会
の
中
で
は
、
し

な
や
か
に
た
く
ま
し
く
生
き

抜
く
こ
と
が
間
わ
れ
る
か
ら

だ
」
と
し
て
独
自
の
立
ち
位

置
を
突
き
詰
め
る
構
え
だ
。

新
卒
採
用
市
場
で
も
、
明

ム
卒
業
生
は
民
間
企
業
か
ら

泥
史
さ
や
タ
マ
さ
を
評
価
さ

れ
る
傾
向
が
強
い
と
い
う
．

そ
う
し
た
明
治
ら
し
い
た
材

輩
出
を
、
ダ
ロ
ー
バ
ル
で
も

増
や
す
こ
と
が
で
き
る
か
が

次
の
課
題
と
な
る
‘

明
粽
饂
凩
文
枡

蟷
膨
隧
琲
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